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廣松渉が亡くなったのは一九九四年であり、その後に「廣松
渉コレクション』全六巻が状況出版から、廣松渉著作集・全十
六巻が岩波書店から相次いで刊行された。ところが没後十三年
目にして、これらの著作集に入っていなかった廣松渉の未公刊
の修士論文が世に問われることになった。それが本書であり、
松井氏の丁寧な校訂によってようやく日の目を見たといえる。
本書は、内容的にも分量的にも大きく前半と後半の一一部に分
かれている。第一部では廣松渉の修士論文が収録されており、
さらに第二部では廣松渉の修士論文に関連する諸問題について
論ぜられている。この第二部がまた三つの部分に分かれている。
第二部の最初の対話篇「カント、歴史的生の哲学者１１廣松修
士論文を読む」では、松井氏が牧野氏にインタビューをする形
で議論が進む。一三での牧野氏のカント研究者の立場からの発
言は読者にとってたいへんよい勉強になるものであり、さらに
は松井氏の独自の論点も加わっていて興味深い。次の対話篇は、
三十世紀哲学史のなかの廣松渉１１「事的世界観」とは何で
あったか」と題されていて、先の対話篇と同様に野家氏に対す
る松井氏のインタビューが進行し、全体として「マッハーフ
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ツサールーーガオトゲンシュタインという世紀末ウィーンの魔
のトライアングル」と廣松渉という観点で議論が進む。第二部
の最後には、「共同主観性論の一一つの貌１－‐廣松青年期のカン
ト論から考える」という一一とで、趣は変わって松井氏の論文と
なる。本書の廣松論文が取り上げている主題はカントの「純粋理性
批判」における「先験的演鐸論」であるから、カントの哲学思
想のなかでも核心的な部分であり、カントのいわゆる沈黙の十
年を経た思索によるものである。これについて論ずる若き廣松
渉が自ら「文字通り七転八倒の模索」を試みたと述べるのがこ
の修士論文である。
廣松論文は「先験的演鐸論」について、第一章で前史、第二
章で所説、第三章で意義を論ずる。前史では、「純粋理性批判』
が出版されるまでのカントの手紙や遺稿などの重要な資料を用
いて問題把握がなされる。カントの所説は、テクストを分析し
て検討される。また、「先験的演鐸論」の意義についての廣松の
論述には、共同主観性論や事的世界観など、後の廣松思想の萌
芽を看取できる。
本書はカントと若き廣松渉との思想的な交錯とその哲学的
意義を考える上で不滅の作品であると言えよう。
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